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本日、平成１９年第２回大仙市議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、ご参集いただきまして誠にありがとうございます。

、 、 、今次定例会でご審議をお願いいたします案件は 条例案１７件 単行案３件

補正予算１０件の合計３０件のほか、教育委員会委員の任命及び人権擁護委員

の候補者の推薦に関する人事案件について、準備が整い次第、追加提案する

予定であります。

各案件につきまして、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

なお、この場をお借りいたしまして、本年度の各部局ごとの主要事業の進捗

状況並びに諸般の状況をご報告いたしたいと存じますが、その前に（仮称）イ

オン大曲ショッピングセンターのその後の状況についてご報告いたします。

イオン大曲ショッピングセンターにつきましては、先の定例会で平屋建ての

スーパーセンター方式から２階建てのモール型ショッピングセンター方式への

変更及び２階建てに伴うエレベーターホールや通路等増により、延べ床面積が

当初計画の５０，８００㎡から約６２，０００㎡への計画変更について、イオ

ン株式会社から説明があった旨ご報告したところであります。

４月１６日、施設計画の変更に伴う市の「地域の農業の振興に関する大仙市

の計画 、いわゆる２７号計画の変更に関し、イオン株式会社と協議したとこ」

ろ、家電やホームセンター、カー用品の大型専門店の出店等により、延べ床面

積が６７，８２６㎡との説明がありましたが、市としては地元の商業者の理解

を得るためにも、面積の圧縮について要望したところであります。

５月１６日、イオン株式会社より再検討した結果として、延べ床面積６５，

６３７㎡、店舗面積については、当初計画の４０，７００㎡を圧縮し３９，

８０８㎡との提示があり、開発計画が進んでおりこれ以上の圧縮は困難との説

明を受けたところであります。

しかしながら、ショッピングセンターが地域と共に発展して行くためには、

地元商業者の理解を得ることが必要であり、さらに店舗形態の変更及び面積増

に対し大曲商工会議所から反対の意見もあることから、再度の見直しを私から

強く要望いたしました。

、 、 、それを受け ５月２４日 イオン株式会社の東北地区の開発責任者が来庁し
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最終案として延べ床面積６２，４６２㎡、店舗面積は農振除外時の４０，

７００㎡から１，３９２㎡圧縮し、３９，３０８㎡との計画変更の説明を受け

たところであります。

当初計画と施設計画が変更となっておりますが、イオン株式会社として地元

の人口構成や消費者ニーズの調査の結果を踏まえ、さらには県南で唯一の映画

館が閉館になるなど、当初計画時の平成１６年当時とは地域環境も変化してお

り、それらを考慮した施設変更であること、また、雇用についても当初計画の

１，０００名から１，２５０名に拡大されたことや店舗面積も当初計画より圧

縮されたことなどから、一定の評価をいたしたところであります。

国の品目横断的経営安定対策など新たな農業政策によって、認定農業者や

法人化組織、集落営農組織に国等の支援が特化し、より効率的な農業経営体が

、 。 、誕生する一方で 農業従事者の余剰労力が発生することとなります このため

農業従事者、特に若年農業者の雇用の場を確保することは、将来においても安

定した農家を経営してゆくための最重要課題と考えており、雇用の場の確保の

観点から、さらには開発計画に賛同し土地を提供してくださった地元地権者等

を考慮し、現計画を最終案として受け入れ、現在、県及び農政局との協議を進

めているところであります。

新聞等で報道されているとおり、大曲商工会議所は「当初計画と大きく変更

となっており承認できない」との方針を示しておりますが、市としてはご理解

いただけるよう説明してまいりたいと存じます。

、 、平成１８年３月に策定いたしました 市の総合計画の将来都市像であります

「人が活き人が集う夢のある田園交流都市」は、市内外との積極的な交流と連

携のもとに交流人口の拡大を促進し、当市の発展を図ろうとするものであり、

当該施設の建設により市外からの買い物客の誘致等、市経済、税収への波及効

果など期待できるものと考えておりますので、議員各位のご理解を賜りたいと

存じます。

それでは、各部局ごとの主要事業の進捗状況等についてご報告させていただ

きます。始めに、総務部関係について申し上げます。

公共施設の管理につきましては、現在５６９施設のうち、１１１施設につい
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て指定管理者制度を導入しておりますが、他の施設についても、施設のあり方

や指定管理者制度への移行、各地域の自治会への譲り渡し等も視野に入れて

庁内に検討チームを設置し、様々な角度から検討してまいります。

収納対策につきましては、４月に総務部内に部長職をトップとする「収納対

策推進チーム」を設置いたしました。また、副市長を本部長とする「大仙市収

納対策推進本部」を立ち上げ、財源確保及び市民の負担の公平性確保のため、

市税及び税外収入の収納率の向上に努めております。

次に、企画部関係についてであります。

、 「 」 、地域公共交通対策につきましては ４月に 地域交通対策チーム を設置し

公共交通の空白地域の解消を視野に入れながら、大仙市としての地域公共交通

のあり方について、１９年度中に一定の方向付けをすることとし、作業を進め

ております。

生活バス路線について、先の定例会でご報告した「高畑荒川線」に続き、

２０年３月末には「湯の沢線」をはじめとする５路線を全面廃止、また 「大、

」 、（ ）曲造山線 をはじめとする４路線を一部廃止する予定であるとの連絡を 株

羽後交通から受けております。市といたしましては、高齢化によりますます交

通弱者が増えることが予想されることから、廃止予定路線については基本的に

「存続」を希望しておりますが、現段階では厳しい状況から、生活バス路線の

廃止への対応につきましては早急に検討してまいりたいと存じます。

市民から意見を伺う市民評価として、昨年度から実施している行政評価につ

、 、 、 、きましては ５月上旬に平成１８年度事業の二次調査を また ５月中旬には

本年度の一次調査として新規事業・主要事業等７分野２３施策２７事業につい

て、市民１，０００人及び希望者６人にアンケート用紙を、それぞれ送付した

ところであります。

市民賞につきましては、３月２日に贈呈した有坂直樹さんに続き、日本人

女性として初めてＫ２登頂に成功した小松由佳さんに対し、５月１６日、多く

の市民の参加をいただき贈呈させていただきました。

地域協議会につきましては、去る５月１６日、大曲市民会館等において委員

研修会を開催いたしました。研修会では、市民賞を贈呈した小松由佳さんの記
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念講演会を行った後、委員が三つの分科会に別れ、町内会やボランティア団体

代表の体験発表をもとに 「地域ができること、住民ができること」をテーマ、

に意見交換を行ったところであります。

広告導入事業につきましては、１０月頃を目処に広報紙、ホームページへの

導入について検討中であり、合わせて、封筒やチラシ等への広告掲載により

印刷費の縮減についても取り組んでまいります。

国際交流につきましては、昨年訪韓した唐津郡から、郡主等が訪問したいと
たんじんぐん

の意向があり、去る４月６日、大仙市として正式な招待状を送付し、全国花火

。 、競技大会開催日である８月２５日から２７日の日程で調整しております なお

受け入れに係る経費について今次定例会に予算の補正をお願いしております。

韓国の青少年ツアーについては、７月及び８月に小中学生４団体１３９名の

、 「 」来訪の打診がありましたが 今般この受け入れのため 韓国青少年交流委員会

を立ち上げております。

なお、昨日、韓国青少年北ソウル連盟事務局長が、青少年ツアーの事前視察

として本市を訪れ、同連盟と交流委員会との間で「青少年交流に関する覚え書

き」を締結したところであります。

また、平成１８年４月、日韓大綱引き文化交流として韓国を訪問した際、国

際アジア民俗学会の当市での開催の打診があり、庁内で検討した結果、大仙市

を広く内外にＰＲする機会と捉え、開催する方向で検討してまいったところで

あります。昨年１０月中国で開催された同学会で、平成２０年度の総会を大仙

市で開催することが決定したとの連絡を受けておりますので、開催に向け早急

に具体的な内容を詰めてまいります。

なお、本市における国際交流事業が拡大していることから、国際交流に関す

る担当部署の一元化・強化を図ってまいりたいと考えております。

男女共同参画事業につきましては、市内の事業所における現状と課題を把握

するため、４８０の事業所に対しアンケート調査票を発送したところであり、

その結果を分析後、事業推進に反映させてまいります。

、 、今後は さらに広く男女共同参画社会の実現に向けての気運醸成を図るため

内閣府と共催による男女共同参画宣言都市奨励事業により、男女共同参画宣言

都市を目指してまいります。
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このため、公募を含めた市民による「宣言都市記念事業実行委員会」を立ち

上げ、事業の企画・運営とともに宣言文の起草も検討いただきたいと考えてお

ります。また、この事業の一環として１１月に、大曲中央公民館を会場に内閣

府男女共同参画局長の板東久美子氏を迎え「男女共同参画宣言都市記念フォー

ラム」の開催を予定しております。

秋田わか杉国体につきましては、去る４月１３日、大仙市実行委員会第１回

総会を開催し、事業計画、予算及び大会開催要項をご承認いただき、現在、

施設整備・仮設物設置等の発注や実施本部体制整備などの作業を進めており、

今月中に大会スタッフの委嘱を行い、説明会等具体的な準備に入る予定であり

ます。

また、先般、第４８回都道府県対抗なぎなた競技大会視察のため、次期国体

開催地大分県日出町を訪問し、競技役員・選手・監督の方々に、秋田わか杉国
ひ じ ま ち

体のご案内をしたところであり、国体本大会では、来場の皆様に喜んでいただ

けるよう、準備に万全を期してまいりたいと存じますので、市民並びに議員各

位のさらなるご支援、ご協力をお願いいたします。

次に、市民生活部関係についてであります。

交通安全対策につきましては 「新入学期の交通安全運動」と「春の全国交、

通安全運動」の期間中、新入学児童全員に反射材のリストバンドを配布すると

ともに、交通指導隊、関係機関、団体による巡回指導や街頭キャンペーンを実

施し、交通安全思想の啓蒙及び事故防止の啓発に努めております。

また、高齢者の交通事故撲滅を図るため、大仙警察署と合同で「高齢者交通

安全大学」を開設するとともに、市内の交通安全施設をはじめ危険箇所の巡回

点検を実施しております。

防犯活動につきましては、青色回転灯装着車によるパトロールをさらに強化

し、子どもの安全確保を図るとともに、犯罪抑止のためのパトロールの強化や

鍵かけの励行など、防犯意識の高揚に努めてまいります。

消防につきましては、梅雨や台風などによる出水に備え、水防技術の向上と

体制の強化を図るための水防訓練を、去る６月３日に雄物川河川敷で実施し、

、 。７月２１日には雄物川河川敷で 消防訓練郡大会が開催される予定であります
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防災につきましては、昨年度に策定した大仙市地域防災計画に基づき、大災

、 、害時に必要となる食糧や生活必需品 救助資機材などの迅速な物資調達のため

また、広い駐車場を付近住民や通行車両の一時的な避難場所として活用できる

よう、市内のスーパー、量販店及びホームセンター等から災害時応援協定事業

所になっていただくための作業を進めております。

、 「 」また 神奈川県座間市との災害時相互応援協定に基づく 災害対策連絡会議

が、去る５月９日に座間市役所で開催され、両市の地域防災計画の内容や緊急

連絡体制などについて意見交換を行っております。

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）につきましては、現在、全国的に配備が進み

救命された事例が報道され、地域協議会など市民からも救命体制充実への強い

要望があることから、市内のスポーツ施設や市民会館、公民館、小・中学校な

ど８７カ所に、国体開催前には配備をすることとし、今次定例会に予算の補正

をお願いしております。今後は、教職員、スポーツ少年団の指導者、各施設職

員及び消防団員等を対象としたＡＥＤ使用講習会を実施してまいります。

国民健康保険事業の平成１８年度決算見込みにつきましては、実質収支では

７，６１０万円の黒字でありますが、平成１７年度の繰越金１億７，０９２万

円及び財政調整基金３億１，５６９万円を投入していることから、実質単年度

収支では４億１，０５１万円の赤字決算となる見込みであります。

このため、１９年度の国民健康保険税は、税率の引き上げが避けられない

状況でありますが、被保険者の急激な負担増とならないよう、医療分について

は所得割を９．０％から１．０ポイント引き上げ１０．０％とし、均等割につ

いても１８，０００円から３，０００円引き上げ２１，０００円にさせていた

だき、平等割及び介護分については据え置きたいと存じます。

なお、財源の不足分につきましては、前年度繰越金及び基金の取り崩しで

対処したいと考えております。

今後の国民健康保険事業の運営につきましては、財政調整基金の保有額が

平成１９年度末には１億３，７４３万円と残りわずかとなる見込みであり、大

変厳しい状況になったことから、医療費及び所得の状況等を見極め、必要に応

じ税率の調整が必要になると考えております。

家庭ごみの有料化につきましては、国の基本方針も踏まえ、経済的な動機付
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けを活用したごみ減量化手法の一つとして、昨年度から美郷町と検討協議して

まいりました。

、 、 、ごみの減量化 再資源化につきましては 大仙美郷環境事業組合ごみ処理場

リサイクルプラザの建設により環境を整備し、市広報などにより啓蒙してまい

りましたが、ごみ排出量は平成１４年度が３５，０８０ｔ、１６年度が３５，

９５２ｔ、１８年度が３７，４３０ｔと増え続け、歯止めがかからない状況で

あります。

家庭ごみの有料化を実施している他市町村のごみ排出量の推移を見ますと、

有料化後にごみの減量化、再資源化の進展が顕著であることから、本市として

も、家庭ごみの有料化により減量化、再資源化を図りたいと考えております。

今回の有料化の対象は 「燃やせるごみ」及び「燃やせないごみ」で、指定、

「 （ ）」ごみ袋に手数料を上乗せして販売する 単純従量制 いわゆる手数料前納方式

を想定しております。

また、手数料の額については、ごみ処理施設建設費を除くごみ処理経費と

ごみ収集運搬費から、再資源化物の売払い収入などを差し引いた額の一定割合

と、ごみ袋製造実費の合算額で設定したいと考えております。

今後の予定としては、平成２０年度からの有料化に向けて、６月下旬から

全市で住民説明会を開催し、ここでいただいた意見を今後策定する「ごみ有料

化計画」に反映し、その後、大仙市廃棄物減量等推進審議会に諮り、市議会と

ご協議のうえ、本年第３回定例会にごみ処理手数料に係る議案を上程したいと

考えております。

大仙美郷環境事業組合が実施主体の最終処分場整備事業につきましては、

５月末現在の進捗率が全体の２７．０％で、来年３月の完成を目指し、順調に

推移しております。現在、貯留設備の基礎となる底版のコンクリート工事を
ていばん

行っており、８月には貯留設備が完成し、その後、被覆設備工事を行い、降雪
ひ ふ く

前までに屋根を架け、１２月からは、遮水シートなどの屋内工事を行う計画と

なっております。

次に、健康福祉部関係についてであります。

要保護児童への支援体制につきましては、昨年の事件を踏まえ 「大仙市要、
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保護児童対策地域協議会」を設置し、去る４月２７日に第１回目の会議を開催

しております。

１８年度から２カ年事業で建設中の西仙北地域の統合保育園につきまして

は、５月末現在の本体工事の進捗率が４８．４３％となっており、６月中に

外構工事の発注を予定しております。

なお、通園バスや保育備品購入費等について、今次定例会に予算の補正をお

願いしております。

園児の感染症予防対策として、オゾンエアータオルを５月２５日までに公立

保育園９園に３７台設置いたしましたが、大曲保育会の各保育園においても

同様にオゾンエアータオルの設置を進めていると伺っております。

、 、大曲保育会が実施主体の大曲北保育園乳児室拡張事業につきましては 今般

国庫補助内示がありましたので、本事業に係る補助金つきまして、今次定例会

に予算の補正をお願いしております。

これまでＮＰＯ法人「大曲ふれあい会」が運営してまいりました飯田地内の

精神障害者小規模作業所につきましては、障害者自立支援法の施行に伴い、新

たに４月１日から市の「地域活動支援センター」として、同法人に事業を委託

し、実施しております。

市社会福祉協議会が整備を進めておりました指定障害福祉サービス事業所

「まつくら分場しみず」につきましては、４月２３日に開所しております。

社会福祉法人あけとおり会が開設を進めておりました特別養護老人ホーム

「テンダーヒルズ」につきましては、６月１日に開所しております。

社会福祉施設等の法人化につきましては、昨年度策定しました「法人化実施

計画」に基づき、平成２０年度から２５年度までの６年間で公立の施設を法人

立に順次移行していくこととしております。本年度は、今次定例会に資料とし

て提出させていただいております法人化推進年間スケジュールにより、介護

保険施設と保育所・幼稚園のそれぞれに法人設立準備委員会を立ち上げ、法人

設立認可及び設立法人への移譲に向けた諸準備を進めてまいります。

次に、農林商工部関係についてであります。

水田の春作業につきましては、４月下旬に入って降雨が続いたことから、
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、 、耕起作業が例年より遅れて始まったものの 終了は平年並みの５月９日となり

田植え作業は５月１６日から始まり、５月２７日には終了しております。

また、直播栽培の播種作業は、平年並みの５月１４日に盛期を迎え、終期は

３日遅れの５月２０日となっております。

米の生産調整につきましては、新たな米政策のもと国から県を通じて提供さ

れた本市の平成１９年産米の需要量に関する情報によりますと、前年度の生産

目標数量より１６８ｔ増の７万４，３９２ｔ、１２３万９，０００俵余りで、

３月から４月にかけてＪＡをはじめとする１８の生産調整方針作成者から対象

農家に通知されております。５月末までに水稲生産実施計画及び水田農業構造

改革交付金等営農計画を取りまとめ、６月中旬から全市一斉に転作確認事務に

入ることとしております。

本年度から本格的に始まった「品目横断的経営安定対策」の対象となる担い

手の確保状況につきましては、５月末現在、認定農業者が９１５経営体、農業

法人が２８経営体、集落営農組織が６４経営体となっております。

今後は 「集落営農・法人化支援センター」を中心に、県やＪＡと一体とな、

り、認定農業者や設立した組織への支援として、ワンストップ対応の農業相談

窓口や農業なんでも相談会を開設するなど、引き続き担い手の確保育成に取り

組んでまいります。

また 「品目横断的経営安定対策」と両輪をなす「農地・水・環境保全向上、

対策」につきましても、４月から管内１２２の組織において順調に活動が始ま

っており、組織により内容は異なるものの地域のクリーンアップや農業者を

中心とした水路浚 渫、施設の補修等の活動が実施されております。
しゅんせつ

今後は、非農業者も活動に加わり、花卉の植栽や生態系保全作業などの活動

が始まることから、本対策の主旨でもある「地域住民の積極的な交流と一体的

な取り組み」により、農村環境の保全、向上が図られることを期待するもので

あります。

市営放牧場の利用状況につきましては、本年度から南外地域の大畑深山放牧
おおばたみやま

場を廃止して、大曲、神岡、西仙北及び協和地域の４カ所に放牧しており、現

在、市外からの利用２５頭を含め和牛１５３頭、乳牛１９頭の合計１７２頭を

放牧しております。
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ハローワーク大曲管内の平成１８年度卒業の高校生の就職状況につきまして

は、就職希望者３５１人に対し、４月末現在で就職者が３４１人で、９７．２

％の就職率となっております。このうち、県内就職者は２３９人で全就職者の

７０．１％、県外就職者は１０２人で全就職者の２９．９％となっており、

過去１０年間で県内就職率が一番低い数値となっております。

また、大曲雇用開発協会が実施している高校３年生向けの県南地区職場研修

事業に、本年度から大仙市も加わり、仙北地域振興局、仙北市及び美郷町と連

携を取りながら、早期離職対策の一環として事業に取り組んでまいります。

商業振興につきましては、花火通り商店街に空き店舗を利用した衣料品店が

去る４月１５日に新規開店し、商店街等新規開店助成金を交付しております。

、 、 。また 商店街環境整備事業費補助金については ２０団体が利用しております

商工会の合併につきましては、大仙市地区商工会合併推進協議会において協

議を進めたものの、目標とされていた平成１９年４月の合併は見送られ、本年

５月に行われた各商工会のそれぞれの総会において、引き続き平成２０年４月

の合併に向け、協議を継続することが確認されております。

企業誘致につきましては、４月から企業対策班を新たに設け、５月末までに

１２社の市内企業を訪問し、規模拡大や新規の立地などの情報収集を行ってお

ります。また、雇用促進のため企業訪問として、仙北地域振興局、ハローワー

ク大曲及び本市の三者で１４社を訪れ、市の制度紹介と併せて規模拡大、新規

雇用につながるよう働きかけをしております。

次に、建設部関係についてであります。

道路整備につきましては、市単独事業の新設及び改良事業６１路線のうち、

１２路線について発注済みであり、今後、設計業務が完了次第、順次発注の予

定であります。

また、地方道路交付金事業及び地方特定道路整備事業につきましては、７路

線のうち２路線について発注済みであります。

大曲駅前第二地区土地区画整理事業の建物移転につきましては、中通町及び

丸の内町の移転対象物件の各権利者と交渉中であり、交渉が整い次第、区画道

路工事や宅地造成に着手してまいります。工事関係については、昨年度に引き
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続き中通こ道橋新設工事を実施中であります。

都市再生住宅の建設につきましては、建設工事が複数年度にわたるため事業

費の総額、設計の概要及び事業完了の予定時期等について、国への全体設計承

認を申請中であり、承認を受け次第、補助金の交付申請手続きの予定でありま

す。

まちづくり交付金事業につきましては、神岡地域において、市道駅北線改良

工事及び北口交通広場整備工事を６月下旬に発注する予定であります。

中仙地域の駅前広場整備に伴う用地買収については、地権者であるＪＡ秋田

おばこ及びＪＲ秋田支社と現在、協議・交渉中であり、協和地域の羽後境駅周

辺地区については、市道苅谷沢線整備工事を７月下旬に発注の予定であり、

現在、設計作業を進めております。

地域住宅交付金事業の対象である福見町市営住宅の下水道切替工事につきま

しては、７月上旬の県の交付決定を待って発注できるよう、積算・設計作業を

進めております。

大曲地域の総合公園事業につきましては、交流ゾーン整備工事及び電気設備

工事を６月下旬に、また、水辺の楽校施設整備工事についても６月下旬に発注

の予定であり、現在、積算・設計作業を進めております。

このほか、仙北ふれあい公園事業の第３駐車場整備工事、南外ふれあいパー

ク事業の池外周安全柵設置工事につきましても、同様に６月下旬の発注予定で
いけ

準備を進めております。

公共下水道事業につきましては、本年度計画延長６．７ｋｍのうち、２．８

ｋｍが発注済みであります。なお、平成１８年度末の公共下水道事業の整備済

み面積は１，１２４ｈａで、整備率４７．８％、汚水管渠延長２０３ｋｍ、

普及率は３０．９％であり、水洗化戸数は６，４７０戸、水洗化率は６１．５

％となっております。

農業集落排水事業につきましては、継続事業であります７地区の整備を順次

発注の予定であります。なお、今次定例会に太田今泉地区及び大曲西部地区の

供用開始に伴う議案を上程しております。

次に、国、県関係工事についてであります。



- 12 -

国道１３号大曲バイパス４車線化事業につきましては、現玉川橋の耐震補強

・継ぎ足し工事等を実施し、本年度中に全線供用開始の予定でありますが、現

在は片歩道であり、残りの歩道につきましては、平成２０年度からの事業と伺

っております。

国道１３号神宮寺バイパス事業につきましては、引き続き用地買収が進めら

れるとともに大浦跨線橋の上部工工事等が施工される予定であります。このほ
おおうら

か、本年度中に玉川橋から県道土川神岡線交差点間３．３ｋｍの暫定供用が開

始されると伺っております。

土買川築堤事業に伴う水 尺 橋架替え工事につきましては、床 版工、取付道
すいしゃくばし しょうばん

、 、 。路 旧橋撤去を実施し 本年度内には全工事が完了する予定と伺っております

雄物川中流部緊急対策特定区間事業につきましては、福部羅地区と強首地区
ふ く べ ら こわくび

の家屋移転が本年度中に完了となるほか、築堤等の工事を行う予定と伺ってお

ります。

大曲橋架け替え事業につきましては、昨年度に引き続き用地買収と建物移転

補償を進める予定と伺っております。

主要地方道湯沢雄物川大曲線の角間川工区につきましては、用地買収及び

建物移転補償を本年度で完了し、平成２０年度供用開始に向けて全線にわたり

施工する予定と伺っております。

国道１０５号四ツ屋地区道路改築事業につきましては、県道国見大曲線の

交差点までの１．６７ｋｍ間について事業説明会を行い、引き続き用地調査を

行う予定と伺っております。

県道土川中仙線道路改築事業につきましては、主要地方道本荘西仙北角館線

の交差点から中仙方面に向かう延長８２４ｍについて、用地調査と用地買収を

行う予定と伺っております。

次に、水道局関係についてであります。

上水道事業につきましては、飯田大道端地区配水管改良工事延長３２０ｍ及

び若竹町地区配水管改良工事延長１０４ｍを、また、業務委託として昨年度に

引き続き１２，７８４戸の漏水調査及び配水管延長１９，３６０ｍの配水管台

帳図補正を、それぞれ５月下旬に発注済みであります。
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簡易水道事業につきましては、西仙北地域の大沢郷地区統合簡易水道事業の

， 、 ，総事業費がダム負担金も含め２５億１ ６０８万円で 管路工の総延長は５８

４０３ｍであります。本年度から平成２３年度までの５カ年間での完成を目指

し、現在浄水場の機械設備の仕様等について最終検討を進めており、準備が整

い次第工事発注する予定で、今次定例会に工事請負費の継続費と本年度の年割

り額に係る予算の補正をお願いしております。

西仙北地域の刈和野地区、中仙地域の入角地区、仙北地域の戸地谷地区及び
いりすみ

仙北南地区の簡易水道整備事業並びに西仙北地域の水尺橋架替え工事に伴う

配水管布設工事につきましては、現在それぞれの実施設計業務を行っており、

完了次第順次発注の予定であります。

次に、教育委員会関係についてであります。

昨年度、学校づくり将来構想検討委員会からいただいた意見・提言を基に

策定した「新しい時代の学校教育だいせんビジョン」につきましては、今月か

ら各地域協議会に説明に回り、大仙市の学校教育、教育環境の将来の方向性に

ついて、地域のみなさまと一緒に考えてまいりたいと存じます。

子どもたちの基本的生活習慣や学習習慣の定着・向上を図る「心ふれあうさ

わやか大仙事業」につきましては、第一弾としての「おはようプロジェクト」

を、新学期に合わせて全市で実施しております。同事業のポスターは、学校だ

けでなく、市の施設や各事業所の協力を得て掲示したほか、市の広報にも掲載

するなど、全市に挨拶の花を咲かせることを呼びかけております。今後は、

子どもたちによる企画で事業を展開してまいりたいと考えております。

生涯学習の推進につきましては、本年度から新たな国の補助事業となりまし

た「放課後子どもプラン」のうち、文科省が所管する「放課後子ども教室推進

事業」について、ボランティア団体等のご協力をいただきながら、安心・安全

な子どもの居場所づくりに努めてまいります。

また、社会教育施設で開催している各種講座、スポーツ、サークル等を紹介

する「大仙市生涯学習ガイド２００７」を関連施設に配布し、年間を通じた学

習情報の提供に努めております。

市内民謡愛好家のご協力をいただきながら、８地域で開催する出前民謡「ふ
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るさと民謡めぐり」につきましては、去る４月１５日大曲公演を開催し、高齢

者を中心に約５００名の愛好者からご来場いただいたところであり、１０月

以降は各地域公民館や市民会館などを会場に、順次開催の予定であります。

スポーツ振興につきましては、昨年度からスタートした総合型地域スポーツ

クラブ「大曲スポーツクラブ」が、現在フリーパス会員５７名、一般会員８１

名、ファミリー会員４１名の参加で 「体験チャレンジャースポーツ」をキャ、

ッチ・フレーズに、グラウンド・ゴルフやラージ卓球等を実施しております。

大曲南外地区の学校給食につきましては、新築の給食センターでの業務を開

始しておりますが、強化磁器食器や温かい食事も好評で、保護者の方々からも

高い評価をいただいております。また、業務開始以来、市内小学校のフィール

、 、ドワークによる施設見学や 各種団体による見学の申し込みが予想以上に多く

食への関心の高さが伺われ 「食育」の拠点施設としての役割を担っていると、

ころであります。

総合図書館につきましては、基幹となる大曲図書館で小中学校等に対し６月

から図書の団体貸出を実施しております。また、蔵書の充実を図るため、市民

から家庭に眠っている本の寄贈を募ることを計画しております。

総合市民会館事業につきましては、去る６月２日に「薪能公演」が唐松城能

楽殿を会場に、また、翌６月３日には「秋田おばこ節全国大会」が大曲市民会

館を会場に、それぞれ開催され盛会のうちに終了いたしました。

次に、平成１８年度の一般会計、特別会計及び企業会計の決算状況につきま

して、その概況を申し上げます。

一般会計は、実質収支で約１３億８，１００万円の黒字決算となる見込みで

あります。これは、暖冬による除雪経費の減少と歳出における一般経費の節減

に努めたことが主な要因であります。

実質収支は黒字でありますが、財政調整基金より５億６，９７２万

， 、 。９ ４４１円を繰り入れており 実質単年度収支では赤字の見込みであります

特別会計の中の、国民健康保険事業特別会計の事業勘定については、実質収支

で約７，６００万円の黒字決算となる見込みであるほか、国民健康保険事業特

別会計の診療所勘定、学校給食事業特別会計、簡易水道事業特別会計、公共下
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水道事業特別会計、特定環境保全公共下水道事業特別会計、特定地域生活排水

処理事業特別会計、農業集落排水事業特別会計、介護老人福祉施設介護サービ

ス事業特別会計、老人デイサービス事業特別会計及び各財産区特別会計で黒字

決算となっております。

老人保健特別会計は黒字決算でありますが、繰越金を財源とする過年度分医

療費等の精算に伴う補正予算を今次定例会にお願いしておりますので、精算後

における収支はゼロになるものであります。

そのほかの特別会計の実質収支は、ゼロとなっております。

また、企業会計の決算状況では、水道事業会計が収益的収支において１億

３，９００万円の純利益があり、病院事業会計の収益的収支は、８００万円の

黒字決算となっております。

平成１９年度がスタートし２カ月が経過いたしましたが、４月には「収納対

策推進チーム」や「地域交通対策チーム 「企業対策班」の設置等、組織の」、

見直しを図るとともに、４月１３日から市の主要課題や主要事業等２１項目に

ついてスプリングレビューを実施いたしました。このなかで 「公共施設の見、

直し」や「収納対策の推進 「出資法人等の経営改革 「公共交通システム」、 」、

の構築 「国際交流 「家庭ごみの有料化 「福祉施設等の法人化推進」等」、 」、 」、

について、それぞれ、事業の方向付けを行ったところであります。

また、合併時 「合併後調整する」としておりました、保育園負担金や幼稚、

園使用料、下水道使用料及び簡易水道使用料等につきましては、適正な受益者

負担のあり方について早急に検討を進めるよう指示したところであります。

財政状況は非常に厳しい状況にありますが、市民が安心して暮らせる地域を

構築するため、一つ一つの課題に、出来るだけ早く、的確に対応してまいりた

いと存じますので、市民並びに議員各位のご理解とご支援を賜りますようお願

い申し上げ、招集のあいさつ並びに諸般の報告とさせていただきます。


